
 

 

 

 

 

 

 

                           

 

平成２９年度から、南関町の各小中学校が文部科学省版｢コミュニティ・スクール｣の指定を受け、

南関町のコミュニティ・スクール(以下 CS)がスタートいたしました。 

この CS だよりでは、各校の保護者及び地域の皆様における CSの様子をお知らせすることを目的

として、これから発行させていただきます。南関町の CS がより良いものになりますよう地域とともにあ

る学校づくりを応援していただければ幸いです。よろしくお願いします。 

 

 

 

 
 CS(学校運営協議会制度)は、学校と地域住民・保護者が力を合わせて学校の運営に取り組むこ

とが可能となる｢地域とともにある学校｣に転換するための仕組みです。この制度を導入することにより、

学校と地域が連携・協働し、当事者意識をもって子どもたちの成長を支えていく学校づくりを進めて

いくことができます。 

 

 

 
｢地域と学校の新たな関係づくり｣を目的とした研修会を平成２９年度に開催しています。その中で

今後南関町学校運営協議会の｢CSを核とした地域とともにある学校作りの意義｣として以下に示す 3

つの項目 

学校：・・・激変する子供時代の変化に対応できる新たなシステムや学校観、教育内容の変革 

地域：・・・これからの地域社会のあり方を見据えた地域課題の解決やシステムの改善 

行政：・・・子どもが育つステージの見直し 

を掲げ｢熟議｣と｢協働｣で新たな関係性の構築やシステムの創造を進めていただきたいと思います。 
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コミュニティ・スクールの目的 

コミュニティ・スクール（CS）とは？ 



コミュニティ・スクール イメージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１日（金）、平成３０年度はじめての学校運営協議会が開催されました。 

会議ではまず、 谷口 慶志郎教育長（会長） が委員に辞令を交付し、本会議の副会長を選出

しました。副会長は 大里 耕守さん に決まりました。 

その後、コミュニティ・スクールに係る事業説明を行い、学校運営協議会の目的や組織、役割

などについて、共通の理解を図りました。 

最後に、各学校ごとに分かれ校長先生が学校運営の基本方針を説明し委員で熟議しました。 

 

 

 

南関町で始まっている「コミュニティ・スクール」のコーディネーターをさせていただ 

くことになりました佐野です。よろしくお願いします。 

保護者・地域の方のお力を借りながら充実したコミュニティ・スクールを実現してい

きたいと思っています。微力ではありますが、学校との橋渡しをしていこうと思います

ので、皆様のご協力よろしくお願いします。 

コミュニティ・スクール活動をおたよりで随時お知らせしていきたいと思います。 

第 1 回学校運営協議会開催 


